
第４号様式  

 

競争参加資格確認結果  

 

１ 工事名 令和７年度横浜刑務所横須賀刑務支所ボイラー改修工事  

２ 部局名 横浜刑務所   

３ 入札公告日 令和８年１月２６日  

４ 競争参加資格確認結果通知期限日 令和８年２月９日  

 

 資 格 確 認 申 請 者  資 格 の 有 無  資 格 がないと認めた理由 

㈱ＡＥＳ  有   

㈱スエナガ  有   

新栄エンジニアリング㈱  有   

㈱典美  有   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

（備考）１ 「資格の有無」の欄には、資格があると認めた場には「有」と記載し、資     

格がないと認めた場合には「無」と記載する。  

    ２ 「資格がないと認めた理由」の欄には、競争参加資格確認通知書と同様の     

内容を記載する。   







積算内訳書

令和７年度横浜刑務所横須賀刑務支所ボイラー改修工事



種目別内訳書

工事費 36,795,000 円

工事価格 33,450,000 円

調査基準価格 33,044,000 円

調査基準価格の100/110 30,040,000 円

名　　　称 摘　　　要 数量 単位 金　　額 備　　考

（１）直接工事費 1 式 21,394,218

（２）共通仮設費 1 式 1,077,282

（３）現場管理費 1 式 6,954,939

（４）一般管理費等 1 式 4,023,561

工事価格 (端数処理あり） 33,450,000

消費税等相当額 10 ％ 3,345,000

工事費 36,795,000



科目内訳書

名　　　称 摘　　　要 数量 単位 金　　額 備　　考

直接工事費

１　機械設備工事 1 式 20,633,098

２　電気設備工事 1 式 137,000

３　発生材運搬費 1 式 148,000

４　発生材処分費 1 式 476,120

合計 21,394,218

【共通費計算用】

直接工事費 直接工事費－発生材処分費 1 式 20,918,098

発生材処分費 発生材処分費 1 式 476,120

合計 21,394,218



第９号様式 

契約の内容 

 

 契約年月日 令和８年３月３０日 

 契約業者名 株式会社スエナガ 

 契約業者の住所 神奈川県横浜市南区永田山王台３９－２０ 

山王台グリーンハイツ１０５号 

 工事の名称 令和７年度横浜刑務所横須賀刑務支所ボイラー改修工事  

 工事場所 横須賀刑務支所 神奈川県横須賀市長瀬３－１２－３ 

 工事種別 機械設備工事 

 工事概要 

 

 

 

 

炉筒煙管ボイラーを貫流ボイラーに改修 

 

 

 

 工期 （自）～（至） 令和８年３月３１日～令和９年１月６日 

 契約金額 ２２，２３２，０００円 

 



第７号様式 

低入札価格調査の実施概要 

項    目 内         容 

１ その価格により入札し 

た理由 

 

 

度重なる検討を行い、信頼関係をもった協力業者に施工及び資

材購入することで安価な入札価格を実現できたため。 

２ 契約対象工事付近にお 

ける手持ち工事の状況 

 

 

 該当なし 

 

 

 

３ 契約対象工事に関連す 

る手持ち工事の状況 

 

 

該当なし 

 

 

 

４ 契約対象工事場所と入 

札者の事業所、倉庫等の 

関連 

 

 事業所及び倉庫からの距離は 35.3km であり、所要時間は 37 分

程度であるため、経費の節減が見込まれる。 

 

 

５ 手持ち資材の状況 

 

 

 

 足場板等 10 ㎡ 

 

 

 

６ 資材購入先及び購入先 

と入札者の関係 

 

 

 問題なし 

 

 

 

７ 手持ち機械数の状況 

 

 

 

 溶接機 1 台 

 ウインチ 2 台 

 

 

８ 労務者の具体的供給見 

通し 

 

 

 問題なし 

 

 

 

９ 過去に施工された公共 

工事名及び発注者 

 

 

工事名 令和 2年度久里浜少年院 2寮ボイラー改修工事 

発注者 久里浜少年院 

工 期 令和 3年 7月 20 日～令和 3年 12 月 20 日 

                       他 9 件 

10 経営内容 

 

 

 

 

 

 2 期連続で赤字となっていたが、外部の専門家からの意見を取

り入れ、社長自ら各現場を確認することで、前期は黒字に転じる

ことができ、今期も黒字となる見込みであり、経営状況の改善が

認められる。 

 

 

 

 



項    目 内         容 

11 １から10までの事情聴 

取した結果についての調 

査検討 

 

 

 

（１）入札金額の算出に問題は認めらない。 

（２）本工事よりも大規模な公共工事の施工実績もあることか

ら、良質な施工が可能と思料される。 

（３）対象工事関連の手持工事が複数あり、加えて手持資材及び

手持機械を複数保有していることから、間接費等の節減が可

能と思料される。 

（４）過去２期連続利益が出ていなかったが、経営状況の改善を

行った結果、直近は利益が出るようになっているため、適正

な施工が可能と思料される。 

 以上の理由により、今回の価格で履行可能と判断する。 

12 入札者の施工した法務 

省発注工事の成績状況 

 

 

 

 令和３年度から令和７年度に１１件あり、いずれも評定点 65

点以上であるため、適正な施工管理が可能と思料される。 

13 経営状況 

 

 

 

 ＜公表しないこととする＞ 

 

14 信用状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 建設業法違反の有無 

   なし 

 (2) 賃金不払いの状況 

   なし 

 (3) 下請け代金の支払遅延状況 

   なし 

 (4) その他 

   特になし 

15 その他 

 

 

 

 

 

建設副産物の搬出予定地は許可証が出ており、適切な処理が可

能と見込まれる。 

 

 

 


